
東京都町田市立鶴川第二中学校演劇部　「二〇〇九年度　公演」　脚本
　　　　　仮　面　屋　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　作　町田市立鶴川第二中学校　　福島　康夫
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「　仮面屋　」　

登　場　人　物
仮　面　屋…道で仮面を売っている謎の人物
町田　愛子…本当の自分はこんなではないと悩む中三女子
町田　美子…愛子の母親　明るく元気いっぱい
町田　健一…愛子の父親　のんびり穏やか
町田　　純…愛子の弟　しっかりもので生意気な小六
町田　優子…愛子の妹　幼く姉のことが大好きな小三

町田　ウメ…愛子の祖母（健一の母）　愛子のよき理解者代々木　恵…愛子の親しい友達　優しい性格の女子
上原　里沙…愛子の親しい友達　はっきり発言する女子
厚木　翔太…愛子のクラスメイト　ひょうきんな男子
海老名　孝…愛子のクラスメイト　理屈っぽい男子
　　　

道端に暗い雰囲気の小さな店（中央）
老人が一人で居眠りをしている

黒い壁には不気味な仮面が数枚ある

　　　　手をつないで通りかかった祖母と妹・母・弟。
優　子　ねえねえおばあちゃん、お面買って！

祖　母　おや、優子はお面が欲しいのかい？

母　親　お母さん、だめですよ。優子、さっきヨーヨー釣りやったばかりでしょ。

優　子　ミッキーかスティッチのお面買ってよ！
純　　このお店には、ミッキーもスティッチも売っていないみたいだよ。

優　子　聞いてみなきゃわかんないよ！あのー、ミッキーかスティッチのお面、売っていませんか？

仮面屋　（聞こえないのか眠ったまま）

純　　お母さん、仮面とお面とどう違うの？
母　親　そうねえ…お面はお祭りでよく見るけど…。

純　　お面と仮面って、どう違うんですか？

仮面屋　（相変わらず眠ったまま）
祖　母　仮面というのは、中身までその人格に変わってしまうんじゃないかい。
純　　あーっ、仮面ライダーなんかそうかな？
母　親　月光仮面とかもそうですか。
純　　えっ、お母さんってその世代だったの？

祖　母　お前のお父さんも小さい頃よく見ていたものですよ。美子さんもそうでしたかねぇ？

母　親　ち、違いますよ。聞いたことがあるだけですよ。
優　子　スティッチはないの？
母　親　このお店にはないみたい。

純　　仮面って高いのかなぁ？

優　子　おじいさん、スティッチはないんですか？
仮面屋　（やっと顔を上げるが、面倒臭そうに手で追い払う）
母　親　ご迷惑みたいだから、帰りましょ。

優　子　スティッチのお面、欲しかった。

純　　僕も仮面が欲しくなっちゃったなぁ。

祖　母　今度おばあちゃんが買ってあげますよ。

母　親　お母さん、あんまり甘やかさないでくださいね。さ、帰るわよ。

純・優子はーい。
優　子　おばあちゃん、明日買ってね。

祖　母　お母さんがいいって言ったらね。

優　子　お母さん、いいよね？

母　親　いい子にしてたらね。

　　　　（四人で話しながら去る）


　　　　（朝の教室　愛子が教室を掃いている。机を戻していると次々と登校してくる。おはよーと挨拶）

代々木　愛子、いつもありがとね。
愛　子　ううん、暇なんだもん。
上　原　愛子のおかげで、ウチのクラスはいっつもきれいで気持ちいいよ。ありがたいね。
愛　子　そう言ってくれると嬉しいな。

海老名　僕なんか真似できないよ。毎朝一人で掃除するなんて。当番だってやりたくないくらいだよ。

上　原　やりたくない、じゃなくて、やらないでしょ！

　　　　昨日だってサボったくせに！

海老名　いやあれはサボったんじゃなくて、塾の補習が急に入ったから、仕方なく…。
代々木　サボったんだよね？

海老名　いや、それはそのぉ…。

愛　子　いいよ、海老名君にも事情があったんだから。誰だって忙しい時くらいあるよ。

上　原　愛子がそうやって甘やかすから、男子がサボるんだよ。
厚　木　みんなーっ、元気ですかーっ！元気があれば毎日学校が楽しい！１・２・…。
海老名　（あきれてさえぎるように）お前うるさいなぁ。
上　原　ほらほら、またサボりの常習犯がやってきたよ。

代々木　朝っぱらからテンション高すぎっ！

上　原　厚木君て生まれつきのお調子モンだよね。

厚　木　ピンポーン、その通りでーす！

海老名　お前に悩みなんてないんだろうなぁ。

厚　木　そんなことないよ。俺にだって悩みくらいあるよ。

代々木　えーっ、うそー。どんな悩み？

厚　木　悩みがないことが俺の悩みでーす！

上　原　なーんだ、やっぱり悩みなんてないんじゃん。

海老名　そうだと思ったよ。

愛　子　（掃除を終える。元気がないまま席に着く。）
厚　木　おっ、ご苦労ご苦労。褒めてつかわすぞ。

上　原　厚木君に褒められてもねぇ。

海老名　それより内申あげてほしいよね！
愛　子　（慌てて笑顔）えっ、そんなこと考えてないよ。

代々木　そうだよね。愛子っていつでもニコニコしていて、誰にでも優しいんだもんね。
愛　子　いつでもニコニコなんて…。

上　原　愛子こそ悩みなんてないんだろうなぁ。頭いいし、かわいいし、性格いいし文句なしだよね。
厚　木　まさにパーフェクト！ヒューヒュー！

海老名　毎朝町田さんが掃除してくれるんなら、ウチのクラスは教室当番いらないんじゃない？

厚　木　おっ、その考えに賛成しちゃおうかな。

代々木　なに勝手なことをいっているのよ。

上　原　いくら愛子だって怒るよ！
愛　子　（笑顔で）そんなことないけど…。

　　　　（あたりが暗くなる。楽しい会話が続いている）
どうして「いい加減にしてよっ！」って言えないんだろう…。たまたま朝早く着くから、何となく始めた掃除だけど、やるのが当たり前みたいに言われると、なんだか感じ悪いな。私だって、笑いたくない日や、許せないことがあるのに…。それなのに、そんな言葉を飲み込んで、笑顔を振りまいている自分に時々うんざりする。
思ったことをそのまま口にできたら、どんなに気が楽だろう。
　　　　（暗　転）　

塾の帰り道、愛子が仮面屋の前を通りかかる。　老婆は相変わらず居眠りしている。
愛　子　あーあ、今日はどうかしていたみたい。あんなことで落ち込んじゃうなんて…。塾も結局早退してきちゃった…あれ？「仮面屋」なんてこんなところにあったかな？（通り過ぎようとすると突然）
仮面屋　（目をあけると）いらっしゃい。
愛　子　（驚いて）えっ、あっ、こ、こんばんは。

仮面屋　まあ、ここにかけなさい。

愛　子　えっ、そこにですか？あの、私、別に仮面を買いに来たわけじゃないんですけど…。

仮面屋　買う買わないは好きにすればいいから、とにかく

ここにかけてみなされ。
愛　子　えっ、でも…あの、もう夕食だから帰らないと…。

仮面屋　どうせ今夜はまだ誰も帰って来てやしないよ…。

愛　子　えっ？ウチの母は専業主婦ですよ。弟も妹もまだ小学生だし、この時間に誰もいないわけないんですけど…。
仮面屋　急いで帰っても、無駄だと思うがねぇ…おー、そうじゃ、この仮面をお前にやろう。つくづく自分に嫌気がさした時にかぶるといい。何かが変わるぞ…ただし、それなりの覚悟がいるがな。ひーっひひひ。

愛　子　えっ、でも私お金持っていないし…。それに覚悟なんてできそうにないし…。
仮面屋　お金なんていいんじゃよ。仮面は本当に必要な人にかぶってもらえれば、それでいいんじゃ。

愛　子　いいんですか？でもなんだか薄気味悪いなぁ。
仮面屋　覚悟なんてその気になれば誰だってできるさ。

それに、仮面をはずしたくなったら、心の底から強く願うがいい。そうすれば自然にはずれる。それ以外では簡単にははずれんからな。

　　　　ひーっひひひ。

愛　子　じゃ、さようなら。（お辞儀をして帰りながら）
なんだか変な感じ。まぁあんな話、誰も真に受けないけどね。（無造作にカバンにしまい）

さてと、今日はいつもより早いからたまには夕食の手伝いでもするかな。うちは大家族だから、お母さん忙しそうだしなぁ。早く帰って、出来ることをやろうっと。（下手へ移動）

そうだ！純と優子も、もう帰っているだろうから、一緒に手伝わせよう。どうせゲームかなんかやってて、ちっともお手伝いしないんだから。それに、優子は女の子なんだし、そろそろ料理も教えていかないとね。
　　　　（愛子が帰宅するが、薄暗い部屋。）
愛　子　ただいまーっ！誰かいないのーっ？おかしいなぁ、
　　　　こんな時間に誰もいないなんて…。
　　　　（そのうちにみんな揃って帰宅する）

妹・弟　口々に「あれ？お姉ちゃん帰ってる」などと言う。

母　親　あら、帰っていたんだ。ずいぶん早かったわね。早いんだったらメールぐらいくれればいいのに…。
愛　子　今日は塾を早退したの！でも、いつもだって夕食までに帰ってくるじゃない。みんなのほうこそどうしたの！

優　子　昨日からどうしてもスティッチのお面が欲しくて、「ハンド」に買いに行ったの。

純　　僕も「仮面」が欲しかったんだ。
愛　子　なんでそんなものが欲しいのよ…。

純　　昨日「仮面屋」さんで仮面を見たら、なんだか欲しくなっちゃって。まぁ、仮面は売っていなかったんだけどね。
優　子　スティッチは買ってもらえたよ。ほら！

愛　子　仮面屋？あの薄気味悪いおばあさんがいる？…　あれっ？お父さんまでどうして一緒なの？
父　親　今日はたまたま早く帰ってきたんだ。４人で駅ビルの「ハンド」に来ているってメールが来たから、父さんも合流したんだよ。

優　子　お腹がすいちゃったから、みんなで回転寿司に行ったんだよね！
愛　子　えーっ、回転寿司行ったの！？
純　　お姉ちゃんの分もちゃんと買ってきたよ。

優　子　おばあちゃんが、お姉ちゃんの好きなものをたくさん選んであげなさい、って言ってくれたから、炙りサーモンもネギトロ巻きも買ってきたよ。
母　親　お姉ちゃんまでこんな早いってわかっていたら、はじめからみんなで食べに行ったのにねぇ…。
愛　子　じゃあ何？私が悪いっていうわけ？

母　親　別にそんなこと言っていないわよ。ただ、塾の日はいつも帰りがもっと遅いから、お姉ちゃんは無理かなぁと思って食べて来ちゃったのよ。ごめんね。
父　親　さぁ、機嫌直してお寿司を食べなさい。純と優子が一生懸命選んでくれたんだよ。

愛　子　私、食べたくない！一人だけ仲間はずれにされて、

　　　　食べる気なんかしない！

優　子　お姉ちゃん…。

祖　母　そんなこと言わないで、手を洗ってきてお食べ。今日はマグロも美味しかったよ。

愛　子　回転寿司は回っているところから、自分の好きなものを選べるから楽しいんでしょ！選んでもらったお寿司なんて食べたくない！

優　子　お姉ちゃん、美味しいから、食べなよぉ。

純　　放っておけばいいんだよ。だいたいお姉ちゃんが中学に入ってから、部活だ塾だっていつもお姉ちゃんにあわせているのに、感謝の気持ちもないじゃないか。たまに家にいても「疲れているから、私行かない」なんて言ったり…勝手だよ！

母　親　お姉ちゃんも忙しいのよ！
愛　子　今日は朝から学校でいろいろあって、塾も気分が　　　　さえないから早退して、帰りに変なおじいさんに　　　　声かけられて…その上家族にまで仲間はずれにさ　　　　れて…もういいよっ！

　　　　（音を立てて自分の部屋に戻る…残された四人）

父　親　（ビールを取りテレビをつけお寿司の包みを開けてつまみながら）朝からいろいろあったことなんてわかるはずないのになぁ…中学生はなんだか難しいねぇ。
祖　母　そういうお年頃ですからねぇ。

母　親　この頃特にそう。学校のことをご機嫌にしゃべっていたかと思ったら、急にプイッと部屋にこもったり。（以下セリフのたびにお寿司をつまむ）
優　子　お姉ちゃん、あたしとたくさん遊んでくれるよ。

純　　でも僕にはいつもガミガミ口うるさいよ。友達から「お前の姉ちゃん、優等生で優しくていいな」とか言われるけど、ホントは全然違うのにさぁ。
母　親　お母さんも、お友達のお母さんからうらやましがられるのよ。いいお嬢さんで幸せね、って。まぁ、
　　　　家でのお姉ちゃんは、外のイメージとはちょっと違うかもしれないわね。

純　　お姉ちゃん学校ではどんな顔しているんだろう？ニコニコすましているのかな？

優　子　あたしだって、小学校ではしっかり者で通っているんだから。

純　　えーっ、ホントに？

母　親　誰でもそういうところあるけどね。

父　親　父さんだって、会社では結構頑張っているんだけどなぁ。若手に相談されたりね。

優　子　家では寝ているかビール飲んでるかなのに？

母　親　まぁ仕事の顔と家での顔が同じじゃ疲れちゃうから…。

祖　母　健一はこう見えて小さい頃からしっかりモンだったんですよ。
純　　それにしてもお姉ちゃんは裏表ありすぎだよ。

　　　　あれ？お寿司もうなくなっちゃった！

　　　　（なおも賑やかに会話が続く。その頃部屋では）

愛　子　何よっ！みんなで楽しそうに笑っちゃってさっ。（お腹を押さえて、ため息をついて）

あーあ、お腹すいたなぁ。やっぱりお寿司いらないなんて言わなきゃよかったなぁ。あそこの炙りサーモンとネギトロ巻き、美味しいんだよなぁ。
　　　　なんで家にいると素直になれないんだろ。もっと素直になれれば、こんなことにならなかったのになぁ…あーあ。素直になりたいなぁ…（カバンの仮面に気付く）あっ、これはさっき、あの変なおじいさんがくれたやつだ。「自分に嫌気がさした時にかぶるといい」とか言っていたけど、何が起こるんだろう。
　　　　（手にとって見つめる。顔に近づける・効果音）
　　　　（突然苦しみ出す。……しばらくうめいてから）

　　　　なーんてね。テレビや映画じゃあるまいし…。

　　　　こんなものつけるのに、なんの覚悟がいるっていうんだろう。（顔につける）ほら、なーんにも起こらないじゃん。（あくびをする）
　　　　あれ？なんだか急に眠くなっちゃった…。

　　　　（朝に変わる　みんなが座っている食卓）

愛　子　おはよう！
母　親　あら、おはよう。ご機嫌はなおった？

愛　子　機嫌？もともと悪くなんかないよ。今朝もさわやかでいい天気ね！（手早く食べ始める）
父　親　おやおやそれはよかった。

優　子　お姉ちゃん、昨日のこと怒っていないの？

純　　実は根に持っていて、みんなに仕返ししようなんて思っていないよね？

愛　子　仕返し？なんのこと？（片付けながら弟と妹に）あんたたちも、自分で使った食器は、自分で片付けなさいよ。母さん、大変なんだからね！父さんもね！おばあちゃん、行ってきまーす！　　　　（立ち去る姉をみなあっけにとられて見送る）

母　親　どうしちゃったのかしらねぇ。

父　親　まぁ、なんかいいことでもあったんだろう。

優　子　お姉ちゃん、何か違う人みたいだったよ。

祖　母　愛子もしっかり者だから反省したんですよ。

母　親　あのあとサンドイッチを持っていってあげたんだけど、部屋の電気をつけっぱなしのまま、ぐっすり寝ちゃっていたのよ。

純　　お姉ちゃんが何も食べずに寝てしまうなんてよっぽどのことだよね。
母　親　さっ、みんなもさっさと食べて行かないと遅れるわよ。
　　　（はーい、などと返事　　暗転）
（朝の学校　愛子はまだ来ていない）

代々木　おはよー！ 
上　原　おはよ。あれ？愛子はまだ来ていないの？

代々木　うん、珍しいよね。もうチャイム鳴っちゃう。
海老名　ふー、間に合った。走ってきたら、朝から疲れちゃったよ。

厚　木　みんなーっ、間に合ってますかーっ！俺が間に合えば、みんなも間に合う！イチ、ニー、…。
代々木　愛子がまだ来ていないんだけど…お休みかな？

上　原　あたし愛子が欠席したの見たことない。

海老名　僕だってないよ、なぁ。

厚　木　うん、俺もない！どうしたんだ？

　　　　（愛子がチャイムと同時に滑り込む）

上　原　おはよー。愛子が遅刻ギリギリなんて珍しいね。
代々木　どうかした？体調悪いの？
愛　子　別にどうもしない…遅刻だってしてないし。

上　原　愛子、なんか感じが違わない？
代々木　うん、違う。何かあったのかな？
愛　子　ギリギリに来たら、いけない？

代々木　べ、別にいけなくはないけど…。

上　原　いつも朝早くから掃除してくれてた愛子が、
　　　　ギリギリに来ると、戸惑うというか…。

海老名　いや、体調でも悪いのかと…。
愛　子　どこも悪くないけど。
厚　木　ならいいんだけどさ…毎朝俺たちのために掃除してくれてた町田さんが、今朝はなんか様子が違うからさ…。

愛　子　男子のために掃除してきたつもりないけど。

厚　木　そ、それはそうだよね！ア、アハハハ…。

海老名　な、なんか調子狂うなぁ…。

上　原　たまには男子が早く来て、いつもサボっている罪滅ぼしに、掃除すればいいんだよ。

厚　木　そ、それもそうだな…お、俺たちもたまに早く来て掃除するのもいいかもね。なっ、海老名。

海老名　う、うん、そうするか。

愛　子　人が好意でやってるのに、それに甘えていつの間にか毎朝期待するのやめてくれない？黙っていればいい気になって…。
海老名　そ、そうでした。

厚　木　ご、ごめん。
愛　子　（見向きもしない）
代々木　愛子、なんか今日おっかないね。
上　原　いつもは、もっと優しいし、相手のことを思いやっているっていうか…。

厚　木　町田さん、なんかあった？

海老名　なんか、オーラが違うんですけど…。

厚　木　おっかねーっ！ 
　　　　（照明が午後に変わる　昼休みの風景）

上　原　ねえ、愛子。そういえば英語の宿題やってきた？

愛　子　とっくにやってあるけど、なんで？
上　原　わーっ、助かる！昨日遅くまでテレビ見ちゃって、

　　　　やっていなかったんだ。

代々木　よかった！あたしも愛子を信じて、早めに寝ちゃったんだ。持つべきものは、真面目な友達ね！
愛　子　いつ見せるっていった？いい加減、人に甘えるのやめたら？里沙や恵がテレビ見たり寝てる間、私は必死に勉強してんの。別に里沙達に楽させるために遅くまで頑張っている訳じゃないからね。
上　原　ちょっと、何よその言い方。

代々木　今まで嫌な顔一つしなかったのに、どうしたの？
上　原　別にちょっと見せてくれればいいんだから、けちなこと言わないでよね。

愛　子　けちで結構。もう二度と私の宿題やノートをあてにしないでね。

代々木　うん、わかった、今までゴメンね。（二人でその場を離れながら上原に向かって）なんかあったのかな？

上　原　知らない！もういいよ、あんな子。行こう！
代々木　あんなに優しくていい子だったのに、どうしたんだろう？
　　　　（二人は立ち去る　照明が放課後に変わる）
　　　　（一人で帰る支度をする愛子　やってくる厚木）

厚　木　なんかあったのか？

愛　子　別に何もないけど…。

厚　木　昨日までの町田さんと別人のようだよ。

愛　子　今のあたしが本当のあたしなのよ。
（代々木、上原、海老名がやってくる。教室の隅で、帰る支度を始めるが、二人は気づかない）
厚　木　本当のあたしって、じゃあ昨日までの町田さんは？
愛　子　いい子のふりをしていた偽物の私…悪い？

厚　木　い、いや別に悪くはないけど…。

愛　子　厚木君こそ、いつもいつもテンション高くて、疲れない？ホントは無理しているんじゃないの？

厚　木　（少しうろたえながら）無理なんかしていないよ。好きでやっているんだから。

愛　子　ふーん。本当の自分があんなにハイテンションだなんて、疲れそう…。
上　原　疲れそうなのは、愛子のほうじゃないの？
代々木　愛子、なんだか無理しているように見える。
愛　子　（ちょっと驚いて）いつからそこにいたの？人の話を盗み聞きなんて趣味悪くない？
上　原　人聞きの悪いこといわないでよ！

代々木　ごめんね。さっき来ていたんだ。

海老名　なんか話が弾んでいる、っていうよりは、ケンカしている雰囲気だったけど…。

厚　木　ケンカなんかしてないけど、今日の町田さん、　ちょっと様子が変だったから…。

愛　子　みんなしてなんだっていうのよ。あたしは、もうみんなに気を遣いながらいい子ちゃんでいることに疲れたの。これからは本当のあたしとして、自分に正直にやっていくから、放っておいて！
　　　　（一人教室を飛び出す）

海老名　あーあ、怒って帰っちゃった。

上　原　盗み聞き、とか本当のあたし、とかなんなの！
代々木　今日の愛子の方がよっぽど無理しているみたいで、
　　　　心配だなぁ。

厚　木　町田さん、大丈夫かなぁ？　（重苦しい沈黙）
上　原　ねぇ、みんなで愛子の家に行かない？
代々木　うん行こう！ほっとけないもん。

厚　木　よしっ、みんなで行こう！海老名、お前も行くよなっ！

海老名　えっ…ぼ、僕は今日塾があるし…。

厚　木　友達を放っておいて、一人で塾なんて行かないよなっ！

海老名　も、もちろん…。

上　原　ねぇ、誰か愛子の家知っているの？

代々木　多分分かると思う。

厚　木　よし、じゃあ行こう！

　　　　（みんなで教室を出る）

　　　　（学校の帰り道　姉を見かけた優子）

優　子　あっ、お姉ちゃんだ！おねぇ…あれぇ？なんで？
　　　　なんだか怖い顔してる…。

　　　　（弟の純もやってくる）

純　　あれっ？優子じゃないか。何やってるんだ？

優　子　あっ、お兄ちゃん！こっちこっち！

純　　どうしたんだよ、こんなところで…あっ、お姉ちゃん！

優　子　しーっ！お姉ちゃん、さっきから様子が変なの。

　　　　仮面屋さんの前で怖い顔しているの。

純　　確かに変だなぁ…よしっ、お兄ちゃんが見張ってるから、優子は家へ帰って、お母さんを呼んでくるんだ！

優　子　うん、わかった！（走り出す）

　　　　（代々木たち４人が追いつく。愛子の姿をみつけて話しかけようとするが、仮面屋の前にいるのに気づいて、立ち止まる）

　　　　（ついに決心をして仮面屋に話しかける愛子）

愛　子　こんにちは。

仮面屋　おやまあいらっしゃい。仮面の調子はどうだい？
愛　子　ごめんなさい！この前いただいた仮面をなくしてしまったんです。試しにつけているうちに、急に眠くなってしまって、気がついたら朝になっていたんです。でも仮面はどこにもなくて、結局そのままになってしまって…。そのあと、なんだか今のままじゃいけないような気がしてきて、本当の自分に戻りたくなったんです。
仮面屋　今までの自分は本当の自分ではなかったのかい．
愛　子　頼まれもしないのに毎朝教室を掃除したり、宿題を友達に見せてあげたり…。そんないい子の自分を一生懸命演じてきたんです。そうかと思うと、学校の反動なのか、家族の前では、ついつい弟や妹に八つ当たりをしたり両親に反抗したり…。もうそんな自分が嫌なんです！だから、覚悟を決めました。本当の自分になれる仮面をください！お願いします！
　　　　（厚木と海老名が、続いて代々木と上原が出る）

代々木　愛子！愛子がこんなに悩んだり苦しんだりしていたことに、気づいてあげられなくてゴメンね。

　　　　（母親と祖母を連れて戻ってきた優子が純と遠くから見守る中）

愛　子　別にみんなが悪い訳じゃないの。ただ、私自身が自分の気持ちを素直に出せなかっただけなの！
　　　　だから放っておいて！学校ではもっと正直な自分になりたいし、ウチでは大好きな家族にもっと素直になりたいの！だから…（仮面屋に向かって）お願いします！もう一度私に仮面をください！
仮面屋　ひーっひひ。お前さんはもう、とっくに仮面をかぶっているんじゃよ。

愛　子　えっ…ほ、ホントですか？でも昨日の夜は仮面を顔に当ててみただけで、それで…。

仮面屋　そうじゃよ。それで昨日の夜からお前さんは仮面をかぶったままじゃ。家族に素直になれたのも、友達にぶつけた言葉も、お前さんの本心かもな。

愛　子　じゃあ、昨日からなんだかおかしいと思っていたのは、実はおかしいんじゃなくて、本当のあたしだったわけですか？
仮面屋　まぁ、本当の姿かどうかは知らんが、お前さんの心の中の叫びではあったはずじゃな。

愛　子　あ、あれがあたしの心の中の叫び…。

代々木　違うと思うな。愛子は、いつもの愛子でいいんだよ！

愛　子　いつものあたし？真面目で優等生を演じているあたし？

上　原　違うよ、いつもみんなに優しくて、みんなのためにいろいろとしてくれる、いつもの愛子だよ。

愛　子　自分たちが楽だからって勝手なこと言わないで！
上　原　自分たちが楽だからじゃないよ。

愛　子　じゃあなんなのよっ！

厚　木　俺たちのために何かをしてくれているときの町田さんは、生き生きとしていたよ。
海老名　優等生を演じているなんて思えない、優しい笑顔だった。
代々木　今日の愛子こそ、無理している感じだった。
愛　子　冗談じゃないわよ。朝の掃除だって、初めのうちこそ「ありがとう」とか「ごめんね」とか言ってくれていたけど、いつの間にか当たり前みたいになっちゃって、男子なんか手伝ってもくれなくなったじゃない！昨日なんて、「ウチのクラスは教室当番いらないんじゃない？」とか「ご苦労ご苦労」とか、言ってたじゃない！
厚　木　だから、昨日のことは謝っただろう。だけど俺たち別にそういう偉そうなつもりで言ったんじゃないんだよ。

海老名　そうだよ。女子みたいに「ありがとう」がうまく言えなくて、あんな言い方になっただけなんだよ。

　　　　（優子が出てくる）

優　子　お姉ちゃん！

愛　子　優子…どうしてここへ？

母　親　優子と純は、あなたが怖い顔して仮面屋さんの前に立っていたものだから、心配になってお母さんとおばあちゃんを呼びに来たのよ。

愛　子　お母さん…。

祖　母　心配しましたよ。

　純　　ボクだって、まぁ、一応ね。

母　親　学校で何かあって、ウチで八つ当たりをすることもあるだろうけど、そうすることで、愛子がまた学校で頑張れるなら、それもいいじゃない。

祖　母　そうですよ。誰だってそういう場所がないと、元気を取り戻せないものですよ。健一だって、会社じゃそれなりに頑張っているから、家族の前では
　　　　のんびりしているんですからね。
　　　　（父親　登場）

父　親　お父さんがどうしたって？

　　　　（皆驚いて）

優　子　あっ、お父さん！お帰りなさい！

　純　　あれっ？今日も早かったの？

父　親　ああ、今日も昨日と同じお得意さんに行ったから。

祖　母　おやおや、家族全員そろってしまったねぇ。
母　親　こちらは、お友達？

愛　子　別に友達ってわけじゃないけど、クラスメイト。

代々木　私たちみんな愛子さんの同級生です。

上　原　愛子さんがどう思っているかは別にして、あたしたち、みんな結構仲良しなんですよ。

海老名　ぼ、僕も塾をさぼって来たんです。

厚　木　町田さん心配だったから、今日もこうしてみんなで様子を見に来たんです。
愛　子　それ本当なの？

代々木　うん、さっきの愛子の様子があまりにも変だったから気になって、里沙の提案で来ちゃった。
上　原　だっていつもの愛子なら、あんな態度絶対とらないもん。何かあったのか気になるでしょ。
愛　子　恵、里沙…。

上　原　男子はおまけみたいなもんだけどね。

海老名　おまけはひどいんじゃないか？

厚　木　まぁ、海老名はおまけだな。俺はちゃーんと町田さんのことを心配したんだよ。

優　子　お姉ちゃん、お友達たくさんいるんだね。

　純　　お姉ちゃんみたいな優等生って、もっと煙たがられているのかと思ったよ。

愛　子　私も、みんながありがとうとか言いながら、面倒なことを私に押しつけているのかと思っていた。

父　親　また随分寂しいことを思っていたんだなぁ。

愛　子　だんだんストレスがたまってきて、それが家での自分にも出てきて、本当の自分が分からなくなっちゃったの。
祖　母　私は本当の自分なんて、生まれてから一度も考えたことなんてなかったよ。
優　子　あたしは家ではいっつも子ども扱いされているけど、学校では結構みんなから頼りにされていて、じゃあどっちが本当の自分？て聞かれても、よくわかんない。

　純　　僕は学校ではおとなしくしていて、家ではのびのびやっているから、家での自分が本当の自分かもしれないな。
上　原　みんなそうなんじゃないの？あたしだってそうだし、人によって本当の自分が違うんじゃない？
海老名　僕なんて学校でもウチでもこんな感じかなぁ。

代々木　私は学校ではこんな風にのんびりだけど、家では

　　　　すっごいおしゃべりなんだぁ。

上　原　えーっ、恵は学校でも十分おしゃべりだよ。
代々木　うそーっ、学校ではおとなしくしているつもりなんだけどなぁ。

厚　木　そうおもっているのは自分だけじゃない？
代々木　ひどーい！

母　親　私みたいに専業主婦だと、表の顔も裏の顔もないのよ。朝から晩まで家族の中にいて、いつも家族の誰かといるからね。でも、昔の友達と会ったりすると、独身時代の自分に戻るけど。
父　親　そうなると、父さんは会社で働いている時と、

家でくつろいでいる時のどっちが本当の父さんなんだ？
愛　子　おじいさん、仮面をつけると、本当の自分になれるっていうけど、どれが本当の自分なんですか？

仮面屋　この仮面をかぶると本当の自分になれるなんて、わたしゃひと言も言ってないぞ。自分に嫌気がさした時にかぶるといい、と言っただけじゃ。
　　　　人にはもともといろんな顔があるもんじゃ。そのどれもが、全て自分の顔なんじゃよ。ただし、自分で自分の顔を使い分けることができない時に、

　　　　仮面が必要になるんじゃよ。ひーっひひひ。

愛　子　じゃあ…結局どれも自分の顔だというの？

仮面屋　そういうことになるかもな。

祖　母　笑った自分も怒った自分も泣いてる自分も、
　　　　みーんな自分だということかねぇ。

愛　子　じゃあ、心の中の叫びが出せるようならば、もう私には仮面はいらないっていうこと？

仮面屋　そうかもしれんな。

愛　子　だったら、今顔に張り付いている仮面は、取れるということか…う、ううっー

（衝撃音とともに、　仮面がはずれる）

優　子　仮面が取れた…。

　　　　（代々木と上原が駆け寄る　よかったね、など）

仮面屋　どうやら、心の中の叫びが出せるようになったようじゃの。ほれ、仮面を返しておくれ。
愛　子　なんだか、今までの心のもやもやがウソのようにすっきりと晴れたみたい…。
　　　　（みんな駆け寄る。お姉ちゃんよかったねなど
声をかける）

優　子　ねぇ、みんな揃ったし、回転寿司に行こうよぉ。

　純　　昨日も行ったのに、また行くの？

母　親　あらいい考えね。今日こそみんな揃って、思う存分食べましょう。

父　親　よし、それじゃあ今夜は父さんがおごるから、愛子は特にたくさん食べていいぞ。
愛　子　そんなにたくさん食べられないよー。

　　　　（町田家はみんなで盛り上がる）

愛　子　みんな、心配してくれてありがとう。

代々木　いままで、いろいろとごめんね。

上　原　これからもよろしくね。

海老名　塾サボって、やっぱりよかった。

厚　木　今頃まだそんなこと言うか！
　　　　（帰りかける厚木に）

愛　子　厚木君！厚木君も仮面をかぶっているんじゃないの？

厚　木　えっ？どうして？

愛　子　だって、いつもいつもハイテンションだし、そんなエネルギーどこからくるのかな？って思っていたの。

厚　木　実は…（顔に手をあてる　効果音　一同驚く）
厚　木　なーんてね。うそでーす！小５までは、学校でひと言もしゃべらない無口な子供だったんだけど、心の中ではいろんなことを思っていたんだ。「ホントは違う！」「こんなボクは大嫌いだ！」ってね。それで、北海道から転校してきたときから、ボクは生まれ変わることにしたんだ。誰になんと言われようと、いつも元気な俺でいようってね。そのときから、ハイテンションの毎日だよ！
愛　子　そうなんだぁ。厚木君は仮面の力を借りずに、生まれ変わったんだね。

厚　木　それではみなさん！元気を出して１、２…

海老名　だからそれ、うるさいんだけど！

　　　　（みんな笑いながら「じゃあねー」「バイバイ」と帰って行き、町田家も回転寿司へ）
　　　　（暗　転）

（仮面屋が一人で座っている）

仮面屋　さてと…どうやらこの街には、もう用はなさそうじゃ。
　　　　（旅行カバンに仮面をしまいながら独り言。　

途中から若い男性の声に変わる）

　　　　次はどこの街へ行くとするかな。

　　　　（突然背筋が伸びる。中から仮面をつけた若者が現れる。立ち上がりスタスタと歩きかけるが、客席の方を見て立ち止まる）

仮面屋　そこのあなた、仮面はいかがですか？フフフフ。

　　　　どうやらそこまでの度胸と覚悟はなさそうだ。

　　　　失礼しました。
　　　　（高笑いをしながら立ち去る）　
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